
ることが

できた。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 入札監視委員会の開催（回） 3 3 3 3 3
指標

 
指標

　県内自治体の状況：愛知県、名古屋市、岡崎市、一宮市、豊田市、高浜市で実施
他市との 　各自治体とも抽出事案の審議、工事契約状況及び入札参加資格停止状況等の報告を行っている。本市にお
比較検証 いても同様の事案審議、報告等を行い、入札・契約手続きにおける透明性、公平性及び競争性の確保につな

がっている。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,260 6,015 5,986 6,391 合計 5,985,669 円
賃金 838,243 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 報償費 338,380 円
旅費 29,300 円

一般財源 6,260 6,015 5,986 6,391 需用費 143,746 円
使用料及び賃借料 162,000 円

職員人件費　② 12,624 12,671 18,803 18,251 負担金、補助及び
交付金 4,474,000

Ｄ

 円

総事業費（①＋②

　

） 18,884 18,

　

686 24,789 2

　

4,642

建
設
事
業

全

Ｏ

体事業費（単位：千円

　

） 0 ２７年度特定財源

　

名称

２７年度までの累

∧

積事業費 0

２９年度以

　

降の事業費見込 0

　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

８

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 計画推進

基本施策 情

（

報共有
施策体系

施策の

平

内容 情報の公開と管理

成

目
　
　
　
的

　入札・契

２

約手続における透明性

７

の確保を図

主
た
る
内
容

年

○工事、委託業務、物

度

品の入札及び契約事務

評

るとともに、円滑で適

価

正な契約及び検査を実

）

　並びに工事の検査事

刈

務
施する。 ○入札監視

谷

委員会開催
○総合評価

市

審査委員会開催

位
置
づ

事

け

関連計画  

根拠法令

務

地方自治法

対象者 入札

事

参加資格者名簿に登載

業

の業者 事業期間 ～

実施

評

方法 ■直営　■委託　

価

□指定管理　□補助・

シ

助成　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ

計

　
事
　
業
　
実
　
績

２５

名

年度実績 ２６年度実績

担

２７年度実績 ２８年度

当

計画

・工事入札件数　

部

245件 ・工事入札件

企

数　282件 ・工事入

画

札件数　291件 ・総

財

合評価落札方式の入札

政

 　
　（うち総合評価

部

落札方式の 　（うち総

一

合評価落札方式の 　（

般

うち総合評価落札方式

会

の 　15件
　入札　1

計

5件） 　入札　15件

契

） 　入札　14件） ・

約

入札監視委員会の開催

検

・完了検査件数　24

査

2件 ・完了検査件数　

事

276件 ・完了検査件

業

数　287件 　3回
・

担

入札監視委員会開催 ・

当

入札監視委員会開催 ・

課

入札監視委員会開催 ・

契

総合評価審査委員会開

約

催
　3回 　3回 　3回

検

　1回
・総合評価審査

査

委員会開催 ・総合評価

課

審査委員会開催 ・総合

款

評価審査委員会開催
　

項

1回 　2回 　1回

　第

目

三者で構成する入札監

担

視委員会を開催し、各

当

事案を審議することに

係

より、工事の入札及び

契

契約手続き並びに契約

約

の内

成果
容の透明性、

係

公平性及び競争性を確

2

保することができた。

1

　総合評価落札方式に

4

よる入札を実施し、価格と価格以外の要素を総合的に評価して最も有利な者を落札者とす



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　工事の入札及び契約手

平

続き並びに契約の内容

成

の透明性、
・法的業務

２

高い
公平性及び競争性

８

を確保するためには、

年

第三者で構成され
必要

度

性 ・市民ニーズ、社会

（

需要 る入札監視委員会

平

を開催し、各事案を審

成

議することが必要
・市

２

民生活上必要である　

７

など である。

　工事の

年

入札及び契約手続き並

度

びに契約の内容の透明

評

性、
・コストの節減、

価

費用対効果
普通

公平性

）

及び競争性を確保する

刈

ための入札監視委員会

谷

を開催
効率性 ・執行体

市

制の効率性 すること、

事

また、契約及び検査事

務

務は定期的に行われる

事

業
・手段の最適性　な

業

ど 務であるため、コス

評

トの節減等を望むこと

価

は難しい。

　市が主体

シ

となって入札監視委員

ー

会を開催し、第三者に

ト

よ
・市が主体となって

（

実施する
高い

り各事案

様

を審議することは、よ

式

り工事の入札及び契約

２

手続
妥当性 　べき事業

）

であるか き並びに契約

会

の内容の透明性、公平

計

性及び競争性を確保す

名

・総合計画との整合性

担

　など るために有効な

当

手段である。

　入札監

部

視委員会を開催し、第

企

三者により各事案を審

画

議す

施策への ・施策へ

財

の貢献度
普通

ることは

政

、工事の入札及び契約

部

手続き並びに契約の内

一

容の
・目標達成度 透明

般

性、公平性及び競争性

会

の確保につながること

計

であるが
貢献度 ・市民

契

サービスへの効果　な

約

ど 、数値等目に見える

検

指標にはつながりにく

査

いため、貢献度
等を評

事

価することは難しい。

業

今後の方向性 □拡充　

担

■現状維持　□改善・

当

効率化　□縮小　□終

課

期設定　□休止・廃止

契

　工事の入札及び契約

約

手続き並びに契約の内

検

容の透明性、公平性及

査

び競争性を確保するた

課

め、第三者で構成され

款

る入
札監視委員会を今

項

後も引続き実施するこ

目

とが必要である。

担当係 契

Ｃ
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Ｅ

約

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
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係

評
　
価
　
∨
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